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日本の皆様ヘ ー

サールナート日本寺、法輪精舎では、1979年より、

貧しい地元の子ども達のために無料の日曜学校を開き、

学用品軽食を施し、仏教や英語などを教えています。

古着の配布、医療品の援助などt)行っております。

また、1993年 7月 には無料中学校を開校し、こ瀬ノまで

寺内の校舎にて授業を行つてまいりましたが、近くの既得

地に新校舎を建設と′ました。
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発行者  サ ールナート法輪精舎

住職 後藤恵照

法輪精舎友の会

1997年からは高校も開校できまとンた。規模は小さいながらt)、

仏教の平等と慈悲の心を子ども達に教えていくことを、基本理念

として活動を続けております.ぜ ひこの主旨にご賛岡され、ご支

援いただけますようお願い申し上げます。

また、旅行中にご持参された文具、衣類、医薬品など不要とな

りましたら、ご寄付ください。なお、日本から郵便為替 口座にご送

金頂くこともできます。少人数の旅行者用に宿泊設備もあります

ので、ご利用ください

皆様のご健康とご多幸をお祈りいたします 合掌

法輪精舎住職

後藤恵照 (インド名 Pragya RashnH Bhikshu)



活動のあゆみ

『日曜学 校 のこと』

19 7 9年に始めた日曜学校もまt)なく3 0年に

なります。初めは50人くらいげ)子供が来ていま

したが、今では50 0名以上が集 まり、少し勉強

t″て、おやつを食フくて帰ります。

当初 の頃″〉子供達 の中から市会 議 員 1

名、学校げ)先生が教名、その他種 々のとこ

ろで働いている人がい主す。L′かし、大部分

|な貧しい生活をしています。カーストや宗教に

対する偏 見を

ォrく
―j―ょう教育

しィていますので

みんな仲良ヒ′
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『女子裁能技術学校』

2006年 9月 から女十教育のプログラム

として家庭科コー スを開校 しま した

『無料中学 ・高校と

秩舎の建設について』

日本ならびに台湾など諸外田の皆様の

ご支援によりまして、日曜学校から発展した

無料L 1 3学は,・・・, ,・

③1 9 9 3年に開校 しました

初めは寺α)中で横業をしていまi″た

0 1 9 9 6年 新校舎建設に着上

⑤19 9 7年5月 第 二期工事まで売 j″

7月 高 校を開校

◎20 0 1 1年1 1月 生 徒教増加のため校舎

の増築開始

③20 0 6年1月 1階 に3教室先成し

20 0 7年には 2階 部分tj増築予定

③お寺を故装して裁縫技術♂)教室に利料

『国際根本仏教大学について』

諸般の事情により20 0 6年度からの新入生

受け入れを廃止しています

『2006年の在校生徒数』

『現 況』

t仕外的な不洸 もやや持 ち正 したとは

言え、依然サールナー トヘの観光客が減少

してお り、特に寄付収入を基株 とする無料

学校の経営に支障が出てお ります中特様の

出いつそ う“)ご脇力ご支援 をよる しく

お願いいた します

【法輪精舎 月額運営費 }

1、根本任、教学林 1 36.000円

2.無 料中。高校 96.0(,0円

3.出曜学校 18,000円

4,医療費補助等 24.000円

5 ,奨学金等 24.000円

6 ,裁 縫学校 7,500円
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中学校

1 年 生 一
ｒ 名

2 年 生 128 名

3 年 生 90名

高校生

1年 生 Ｅ
Ｕ

ガ
七 名

2年 生 1 1 1名

3年 生 20名

4 年 生 20名

裁縫技術学校 約 6 0 名



2006年 のこ佐聴

Eご 住職 のパノコン事始 め

ある企業様からのご寄付によリパソコンを習得された。広島支部 ・

佐 々木氏指南により着奨に上達されました

20 0 6年 3月 からメールイ交信を開始し、サールナートがすこし

近くなりました。               執 務室にて

アドレス:egOtodcv@hotmail.com

E住 職 を紹介 している最 近の本

平岡徳 三箸
「原点への回帰3ギ ョロ日で見る中国・インドの旅J
2003年 12月 25日 発行 (写真左)

書店では購入出来ませんのでご注文は 下記まで

電話 :0974-22-0058 平 岡徳三

友の会にてお求めの場合は事務局(P4支援窓日)あて

お振込みください(記事欄に
な
原点3希望

"と
記載)

1790円 (税込み定価 上500円 十開封郵送料 290円 )
かいはた みち若 「インド共和国がよ～くわかる本」
2006年 9月 1日 発行  1200円 十税

発行所 秀和システム (写 真右)

日留 学 生派遣 への取 り組 み その後

現在 3名 の学生が日本語ほか特別授業をうけており、成長を見守っている状況です
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サールナート法輪帖合に直接ご送金くださる方は、郵便局から

ド記あて先まで、田際送金為替をご利用ください。尚、高額でお

急ぎの場合のみご利用ください。 インドまでの送金手数料だけで

t)かなリヴ)額になりますので、その他の方は4質 に掲載の「法輪精

舎友の会」宛お願いします。

衣顎、学用品などは送料が嵩みますので、ガレージセールやバ

ザーr/j売上金をご寄付いただけると嬉しく思います。

活動に賛阿されご支援いただける「友の会」会虫t)募集中です。

年会費は1卜Ⅲl,Ooo円、511以 11の方には特別会賞、大田寄付

者には終身会典とさせていただきます。いずれも4ページに掲載
α)「支援窓日・友の会」にてお中し込み受け付けております。

【国 際 送 金 為 替 の 送 付 先 】

iRov r)〔ヽFigya Rashnli  Bhikshu

l)hれrfrla C'hrkkra Vihar

M a w a F y a  P . ( ) . S a r n a t h
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【サールナート法輪精舎への連絡方法】
「
riel:91542-2581540 日本からお寺に直遜ギ

(「ヴァンテジー プリーズ」と仕職を指名してください)
rax:91-542-2586844

(最初 に鋪話で
"Fax P i O a s e″

と伝えてください)

0い ずれの番 号についても、各田際電話会社のヨード

(例 001-01 0 )を頭 に付 してダイヤル してください
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昭和 8年 (1933)茨城県土浦市神立に

生まれる

(1日姓中川政雄)
〃 26年 (1951)土浦市 曹洞宗神竜寺

入寺
〃 28年 (1953)曹綱崇大本||1総持寺

安居
〃 33年 (1958)駒沢大学仏教学部仏教学科

卒業

昭和 37年(1962)藤沢市後藤秀恵の養子となる

(改名 後藤恵照)

後藤窟照住職 路歴

回召和43年

昭和53年

昭和54年

口召和64年

平成11年

平成18年

(1968)小栗堂仏数研究会 沖1立

(1978)渡印 ベ ンガルは、教会にて

再得度

(1979)サールナート法輪精舎 建立

(1989)ベナレス・サンスクリット大学

教授

(1999)国際根本仏教大学 設立

(2006)女子裁縫技術学校 開校

法輪縮舎・後藤住職を紹介している書籍
慈・馳鞘隅

日本での支援窓田(法韓縮舎友の会)

httpプ/www.geo●間esdp/」。vttndttp/(検葉サーチ「サールナート法輪縮舎」)

事務局   (長 野県安曇野市)電 話/Fax 026卜83-5654
安曇野文部 大塩 em航 1:とおvdm赴寄p④yahOo.coおp(Webサ ィト管理人)

郵便振替 00920-2卓41630 日座名 「サールナートエンジとt‐ル友の会」
・須貝光夫様から著作本のご寄付をいただきました台500円以上お気持ちにて
(定価2000円)販売させていただきます。振込み記事欄にご記入ください
。ブリント済みの「払込票」を複数枚お送りできます

その他支部

長野支部 富 川 (長野県中野市)電 話 0269-22-5423
URlコhttp://榊岬.matttado.拒「まちかど図書館」
・北信濃文化研究会機関紙 「まちかど図書館通信」
・機関紙にサールナートからの通信と支援のお願いを、掲載しています

広島支部 佐々木 (広島大学総合科学部A710内)
目重言舌/Fax 082-424-6416
e―mdilt hsasaki(ひhiroshilna…u.ac.]p

神奈川支部 中村 (神奈川県川崎市)電 話/Fax 044-813-7448
URL http:〃www.h5.don.ne.」p/ l`n27「お釈迦様の四大聖地J
■サールナート法輸精舎での法要(法事)をコーディネー|いヽたします

皆さまの墓参の時期に合わせ、後藤住職による法要です
御芳志は学校運営の基金として、全額が子供達のために使われます
お間い合わせは上記まで

塁吉力男写真集 「仏跡をたずねてど(泰秋社)須 貝光夫著 Fィンド仏跡巡礼紀行」(リーベル出版)

月干」誌 r大法輪」平成8年6月号 (大法輪閣) 東 隆長 (駒決女子大学学長)著

月刊誌 「びっばら」平成14年10月号      「 仏陀から道元への道」(図書刊行会)

(金田青少年教化協議会)

かいはた みた,著「インド共和国がよ～くわかる本」
平岡徳二著「原点への回帰3ギ ョロロで見る中圏・インドの旅」


